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英語発音をめぐる教育環境

一入 門期の発音指導の現状

山 本 久仁子

はじめに

1998年7月 の教 育課 程審議 会 答 申 を受 け て2002年 か ら始 まる学校 完全5日 制 に

伴 う学習指 導要領(小 学校 、 中学校)が 、1998年12月15日 に発表 され た。 この学

習指 導要領 は2000年 よ り移行 措 置 に入 り、2002年 よ り完全 実施 され る予 定で、現

在 、 この指 導要 領 にあわせ た教 科書 の編纂 が進 ん でい る。今回 の指 導要 領の改訂

の ね らいは 「ゆ とり」 「特 色 ある教 育」 とい うキー ワー ドに表 れ てい るよ うに、週

休 完全2日 によ り年 間授業 時数 が、現行 よ り週 当た り2単 位 時 間削 減 され てい る。

また 「総 合的 な学習 の時 間」 を創設 し各 学校 が創 意工 夫 を生 か した教 育活動 を展

開 で きるよ うに とい うね らい もある。豊 かな人 間性 や社 会性 、 国際社 会 に生 きる

日本人 と しての 自覚 を育成 す るため に、 中学校 の外 国語 が必修 とな り英語 を履 修

す る ことが原 則 と して全 員に義 務づ け られ、 「聞 くこと」 「話 す こと」 の教育 が一

層 重視 され てい る。

本論 では2002年 の新指 導要 領の 中 で も特 に発音 指導 に着 目 し、 中学校教科書 の

中での発音指 導 に関す る記述 を調査 、分析 す る ことを目的 とす る。1章 では入門期

におけ る発音指 導 につい て中学校検定教科書 を使 い調 査す る。2章 では発音指 導の

中 で も特 にSuprasegmentalPhoneme(超 分 節音 素、 かぶせ音 素)に つい て焦 点 を

当て論 ず る。 先行研 究 と して、 ガー ナー ズ とボ ン ドの 「韻律 の鋳 型」 を参考 にす

る。

ガー ナー ズ とボ ン ドによれ ば、 「話 を聞 く者 はその強勢 と抑揚 に注 意 して聞 こえ

て くる話 を処理 し、関知 して理解 す るための 「韻律=の鋳型」、 または相 手の発話 に
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適合す る音声 パ ター ンを自分 の内部 に造 り上 げる。強勢 の置かれ た母 音 に注意 し、

途切 れ ない流 れ の よ うに聞 こえて くる発話 を強勢 され た母音 と隣接 す る子音 に対

応 した意味 の ある言葉 に変換 してい く。」 と述べ ている。 ω

1章 中学校教科書における発音指導の比較

2002年 よ り移 行 措 置 に入 る新 学 習 指 導 要 領 で は 外 国語 の 目標 を「外 国 語 を通 じ

て、 言語 や文 化 に対 す る理 解 を深 め 、積 極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ン を図 ろ う とす

る 態度 の 育 成 を図 り、 聞 く こ とや話 す こ とな どの 実践 的 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力

の 基 礎 を養 う。」(2)と してい る 。現 行 の指 導 要 領 の 目標 「外 国語 を理 解 し、 外 国

語 で 表現 す る能 力 を養 い 、 外 国語 で積 極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョ ン を図 ろ う とす る

態 度 を育 て る と と もに、 言 語 や 文化 に対 す る関 心 を高 め 、 国 際理 解 の 基礎 を培 う」

(3)と 比較 す る と外 国語 その もの の 能 力 よ り も、 外 国語 を使 って の言 語 や 文 化 に対

す る理 解 を求 め て お り、 「聞 くこ と」 「話 す こ と」 とい う言 葉 が 目標 の 中 に初 め て

入 っ て き た。 ま た、現 行 の 指 導 要 領 で は 学 年別 に設 定 され て い た 目標 、 内容 が 学

年 枠 を取 り除 き一 つ に ま とめ られ た こ と、 言 語 活 動 の 取 り扱 い に おい て言 語 の 使

用場 面 や 言語 の は た ら き を具 体 的 に表 してい る こ とが 特 徴 と して あ げ られ る。 以

下 は、 学 習 指 導 要 領 の 「言 語 活 動 の取 り扱 い」 の 項 を抜 粋 した もの で あ る。

(2)言 語 活 動 の取 扱 い

言 語 活動 を行 う に当 た り、 主 と して次 に示 す よ うな 言語 の使 用場 面 や 言 語 の

は た らき を取 り上 げ る よ うにす る こ と。

〔言語 の使 用場 面 の例 〕

a特 有 の表 現 が よ く使 わ れ る場 面

・あ い さつ ・自 己紹 介 ・電 話 で の 応 答 ・買 い物 ・道 案 内 ・旅 行 ・食 事 な

ど

b生 徒 の身近な暮 ら しにかかわ る場 面

・家庭 での生活 ・学校 での学習 や活動 ・地域 の行 事 な ど

〔言語 の は た ら きの例 〕

a考 え を深 め た り情 報 を伝 え た りす る もの
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・意 見 を言 う ・説 明 す る ・報 告 す る ・発 表 す る ・描 写 す る な ど

b相 手 の行 動 を うな が した り 自分 の意 志 を示Lた りす る もの

・質 問 す る ・依 頼 す る ・招 待 す る ・申 し出 る ・確 認 す る ・約 束 す る ・賛成

す る/反 対 す る ・承 諾 す る/断 る な ど

c気 持 ち を伝 え る もの

・礼 を言 う ・苦 情 を言 う ・ほめ る ・あ や ま る な ど {45

この 章 で は 、 入 門 期 に 当 た る 中 学 校1年 生 の 教 科 書 の 中 で 発 音 指 導 が ど の よ う

に 扱 わ れ て い る か を 調 査 す る 。 使 用 教 科 書 は 検 定 教 科 書7社 の 中 か ら
、 東 京 書 籍

のNewHorizonEnglishCourse ,秀 文 出 版 のTotalEnglish,教 育 出 版 のOneWorld

EnglishCourseと した 。 文 中NHは 東 京 ・書籍 のNewHorizonEnglishCourse
,Toは

秀 文 出版 のTotalEnglish,OWは 教 育 出 版 のC)neWorldEnglishCourseを 表 す も

の と し、 そ れ ぞ れ の 教 科 書 のBookl(中 学 校1年 生 用)を 調 査 対 象 と し
、 必 要 に

応 じてBook2,Book3に つ い て も言 及 す る 。 教 科=書 の 出 版 年 度 は す べ て1997年 度

版(現 在 使 用 され て い る もの)と す る 。

1.1東 京書 籍NewHo市on

1.1.1NHの 特 徴

NHは 、1998年 度 の 発 行 実 績 が 、200万 部 、 日 本 を 代 表 す る 教 科 書 の 一 つ で あ る
。

編 集 者 の1人 、 高 本(正998)は 、 以 下 の よ う にNHを 紹 介 し て い る 。

Thus,wesetaformat,asinthefollowingdiagramtointegratethree

majorgoals-一 一per#ormance,grammar
,andreading-一 一ineachunitofthe

textbook:

grammar-一 一listening-一 一speaking-一 一reading

-一一writing…pre-lesson-一 一lesson…review

Anditisinthelistening,speaking,andreviewpartsofeachunitwhere

wehaveintroducedthe"beatdrills"and"soundboxes"tobetterstudents'

aural-oralskills.Wealsoaddedsomeelementsof"soundplay
,"suchas

tonguetwistersofsongstomakethesedrillsamusingtothestudentsata

thresholdlevel(5)
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1.1.2SoundBox

NHで は 、 発 音 指 導 を各 ユ ニ ッ トご と にSoundBox(以 下SB)と い う項 目 で ま

とめ て い る 。 教 科 書 準 拠 の テ ー プ やCDを 使 う とナ ー レー シ ョ ン や 音 楽 に 合 わ せ

て 注 意 す べ き発 音 を 学 習 で き る よ う に編 集 さ れ て い る 。Booklは11の ユ ニ ッ トか

ら構二成 さ れ て お り、SBは 以 下 の よ う な 項 目 を扱 っ て い る 。(ユ ニ ッ ト11に はSBが

つ い て い な い)。

SBl

SB2

SB3

SB4

SB5

SB6

SB7

ii

SBg

SB10

リズム 日本語 と英語 の リズムの 違 い

母 音[1:】 と[u:】,【i1とlu]

リズ ム 疑 問 文 と答 え の文 の音 調(be動 詞 の 疑 問 文)

母 音[A】 圖

子音 【θ】 団

リズム 疑 問文 と答 えの 文 の音 調(一 般 動詞)

ア クセ ン トCanada-一 一Canadianな ど

リズム 疑 問詞 を使 っ た疑 問文 の 音 調

母 音[ail[au】

子 音 岡[v】

リズ ムorの 音 調

母 音 【ei】 【e】、[OU1[。=】

ア クセ ン ト 外 来 語 と英 単 語 の ア クセ ン トの 比較

母 音 回 圃

子 音 語 頭 、 語 末 の子 音 及 び子音 群

音 の つ な が り リエ ゾ ン

子 音 「si][zq

子 音 回 円

母 音 ま とめ(1)

母 音 ま とめ(2)

リズム 、 ア クセ ン ト、母 音 、 子 音 、 リエ ゾ ン と も にユ ニ ッ トの 本 文 で使 っ た表

現 や語 が 多 く使 わ れ て お り、授 業 の 中 で扱 い や す い よ うに工 夫 され て い る。
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1.2.秀 文 出 版TotalEnglish

1.2.1.Toの 特 徴

Toは 比較 的 新 しい教 科 書 で、1998年 の 発 行 部 数 は 、 各 学 年10万 部 で あ る。1997

年 度版 の 内容 見 本 の 中 に あ る、 編 集 の 基 本 方 針 を以 下 に示 す 。

1、 コ ミニ ュ ケー シ ョ ン能 力 の育 成

2、 国際 交 流 の 時 代 に相 応 した題 材

3.学 習者 の 自発 的 、 創 造 的 能 力 を尊 重 ⑥

1.2.2FinalStepに つ い て

Toで は レ ッス ン ご とに設 け られ たFinalStep(以 下FS)を ま とめ の 活 動 と位 置

づ け 、 その 中 に リス ニ ン グ ・プ ラ ク テ ィス とい う聞 き取 りの 練 習 をす る項 目 を設

け、 文章 中 に生 じる音 変 化 や リズ ム 、 イ ン トネ ー シ ョ ン に焦 点 を絞 り、音 声 につ

い て 系統 立 て て練 習 が で き る様 に な っ て い る。 特 に、 弱 形 、 連 結 、 同化 、 脱 落 等

の音 変 化 に注 意 を させ 、 「聞 く」 能 力 を身 につ け させ 発音 練 習 もで き る。の

Book1は12のLessonで 構 成 され て お り、 それ ぞ れ のLessonにFSが あ り、 教 科

書 準拠 の テ ー プ やCDを 使 い 、音 声 の指 導 が で きる よ うにな ってい る。以 下 に指 導

項 目 を記 す 。(Lesson4,9,10に は音 声 指 導 の 項 目は な い 。)

FSI

FS2

FS3

FS5

FS6

FS7

FSg

FSll

FS12

子音[Sl田[v】

音調 聞 き取 り

リエ ソ ン

リエ ソ ン

文 の 強 勢SVCの 文

文 の 強 勢 命 令 文 、 疑 問詞 を使 った疑 問 文

音調 い ろい ろな疑 問 文

文 の 強 勢

子音[t】[dl[idsの 聞 き取 り

リエ ゾ ン

FSで は、教 科 書 準 拠 の テ ー プ と連動 して、 聞 き取 りの練 習 を毎 回 入 れ て い る。
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1.30neWorldEnglishCourse

1.3.10Wの 特徴

OWは 発行 部 数30万 部 で 、 編 集 の基 本 方 針 で は 、 英 語 を 楽 し く学 べ る教 科 書 、

英 語 が使 え る教 科 書 、 世 界 が見 え る教 科 書 の3本 柱 を打 ち 出 して い る。Booklの

Lessonlは 、 導 入 と して英 語 の音 にな れ る こ と を重 点 的 に、 日本 語 と英 語 の音 の

違 い を意識 させ る構 成 で あ る。(資 料1)

㎞ コ 期 で雷いましよう

J.House

mannpme fishrice CilpuddcomgAtr

L御■劇節1レ2

ChinaJapanConodoAmenCa

bpxnQ肥

富
鮮㎞帥卿 圃

『 ㎜ 儲 『 　　
1「至 互 亙 二

」21 一旦 憾 墨1「 ・・z・ ・ ・・・・ ・・・・ ・・… コ
capCUPnロ 電h{〕 且

資 料1.OneWorldEnglishCourseBooklP6-7

著 者 の1人 で あ る佐 ・々 木(1997)は 、平 成9年 版 につ い て つ ぎの よ うに紹 介 して

い る。 「まず相 互 の 意 思伝 達 と しての英 語 の 習得 が 出 来 る こ とを考 え ま した。 そ の

ため 、 聞 い た り、 話 した り、 読 ん だ り、書 い た りす る言語 活 動 が十 分 行 え る よ う

に しな が ら、 出来 る だ け音 声 を重 視 す る よ うに しま した」。(傍 線 、 筆者)(8)も う

1人 の著 者 、松 本(1995)も 、 入 門期 の リスニ ング指 導 につ い てi本 文 を利 用 しな

が らの練 習 を推 奨 して お り、 「自分 で い っ てみ た こ とが な い音 は聞 き取 りに くい」

とい う発 想 で 、 聞 き取 りの ため の 発 音 練 習 を徹 底 的 に行 う こ とを提 案 して い る。

(9)

また、文部省 が示 す 、観 点 の趣 旨、 参考資料 に元 つい た 「言語 活動観 点別評価
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資料2.

[1年]LESSON1

OneWorld「 言語 活動観点別評価基準例 」

題 「英語 で言 い ま しょ う」

指 Lア ル フ ァベ ッ ト(身 ・近 にあ る ア ル フ ァベ ッ ト)

導
材 2。 日本語か ら英語へ(カ タカナ英語 と英語の音声 の違 い)

内 言 〈主な意味 ・機 能〉

容
語
材

1.ア ル フ ァベ ッ トと身・近 に あ るア ル フ ァベ ッ トの意 味

2.カ タカナ 英 語 と英 語 の 発音 の違 い

料 3。 ア ルフ ァベ ッ トの綴 りと発音 との基 本的 な関係

闇
'い

〈聞 く こ と〉

・初 め て 聞 く英 語 の音 を しっか り聞 き取 ろ う とす る。

■ 〈話 す こ と〉

意 ・ア ル フ ァベ ッ トや英 単 語 を は っ き り発音 しよ う とす る。

欲 〈読 む こ と〉
w ・ア ル フ ァベ ッ トや英 単 語 を正 し く読 も う とす る 。

観
態
度

く書 〈 こ と〉

・ア ル フ ァベ ッ トや英 単 語 を正 し く書 き写 そ う とす る。

点
〈音声〉

アルフ ァベ ッ トと次の単語 の発音 を正 しく聞 き取 る ことが できる。

man,neme,fists,rice,box,nose,pen,cup,book,letter,pencil,guitar,

別
L computer,China,,japan,Canada,America,lemon,banana,potato,

chocolate,crap,hat,hot

〈理解〉

評 ア ル フ ァベ ッ トと単 語 を聞 い て表 して い る もの が わ か る。

〈音声〉

価 S
正 しい発音 や強勢 、適切 な音量 で発表 で きる。(上 記L欄 〈音声〉参照)

〈表現〉

自分が示 したいアル ファベ ッ トや単語 が言える。

基 〈音声〉

R
正 しい発音 や強勢適切 な音 量 で読 む ことがで きる。

〈理解〉

準 アルフ ァベ ッ トや単語 を理解 で きる。

〈文字〉

W 1.ア ルフ ァベ ッ トや単語 の書 き方 の基 本的な規則 を学 ぶ。

2.ア ル フ ァベ ッ トや単 語 を、規 則 に したが っ て正 し く模 写 で き る。

知
識 1.英 語 は ア ル フ ァベ ッ トで表 記 され る こ とを知 る。

● 2。 英語 の基本的 な発音 の仕方 を知 る。
理
解

3,カ ダカナ英語 と英語 の音声 の違 い を知 る。

(注)L=ListeningS=SpeakingR=ReadingW=Writing
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基 準 齢例 」 を示 してお り各 レッス ン ご とにあ る、 聞 くこ と、 話 す こ と、読 む こ と、

書 くこ との 観 点 別 評 価 基・準 には 、 それ ぞ れ 「音 声 」 の 項 目が示 され て い る。(p177

資料2)

1.3.2Let'sReviewに つ い て

OWで は 、 数 課 ご と に 見 開 きペ ー ジ のLet'sReview(以 下LR)を 設 け 、 音 声

に 関 す る ま とめ と フ ォ ニ ッ ク ス を扱 っ て い る 。Booklは13のLessonと5つ のLR

か らな っ て い る 。 ま た 、Lesson3以 降 で は 、 見 開 き1ペ ー ジ ご と に 、 欄 外 で 本 文 中

に 出 て くる 文 を例 に取 り音 調 を示 して い る 。LRの 音 声 に 関 す る指 導 項 目 を以 下

に挙 げ る 。

LR1

LR2

LR3

LR4

LR5

語 の ア ク セ ン ト 、 文 の 強 勢

フ ォ ニ ッ ク ス 母 音a:[ae],[ei],i=[El,[ei],U:lAl,[ju=】,

e:[e]li=】,o:[(11,【OU]

フ ォ ニ ッ ク ス ニ 重 母 音 ・(ア ル フ ァ ベ ッ ト 読 み)a:【ei】,i:【ai],

u:[ju:],e:[i],0:[OU1,

子 音c:[k1

フ ォ ニ ッ ク ス 母 音ir=Ca:r】,u:【Aj,y=[ail,ay:[ei】,a,al:[。:],

子 音ch:【t∫j,se:【z】

フ ォ ニ ッ ク ス 母 音ar:[Q:r],Or:D=r】,ea=【i:1,ea=【e],00:[U】,00:[U=】,

ou:[au],ow:[au],

文 の 区 切 り

フ ォ ニ ッ ク ス 母 ・音ee[il】,

子 音th[θ 】,th[δ 」,耳f],v[v】,sh【f].

黙 字gh,t,k

2章 超 分 節 素(SuprasegmentalPhoneme)

に つ い て 各 教 科 書 の 比 較

この章 では 前項 で調 査 し教 科書3種 類 につい て発音 の指 導内容 を項 目別 に分析

してみ る。若林 、手 島(1997)発 音 の指 導内容 と して以 下の4項 目をあげている。
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L個 々 の音 〈母 音 〉(〈強母 音 〉 と 〈弱 母 音 〉)と 〈子 音>

2.音 の 連 続:単 な る音 の 連続 ・音 の脱 落 ・ 〈同化 〉 な ど

3.〈 強 勢 〉 ・リズ ム

4.〈 イ ン トネー シ ョ ン〉(10)

ま た、 畑 中 、 久松(1996)は 話 す こ との 指 導 と して基 本 的 な 技 術 的 事 柄 を7項

目挙 げ て い る。

1

9
臼

0
0

4

門D

ハ0

7
.

個 々 の 音 の 正 確 な 発 音 に慣 れ る こ と。

機 能 語 の 弱 形 に慣 れ る 。

内 容 語 の 弱 音 節

同 化 作 用

r-linkingとn-linking

無 声 化 と有 声 化

Stress,rhythm,intonation(11)

2002年 実施 の新学 習指 導要 領 の言語 材料 の 中 では音 声 の指導 につ い て5項 目を

挙 げてい る。

(ア)

(イ)

(ウ)

(エ)

(オ)

現 代の標準的 な発音

語 と語 の連結 による音 変化

語 、句、文 におけ る基本的 な強勢

文 にお ける・基本的 な イン トネー ション

文 におけ る基 本的 な区切 り

これ を下 の現 行 の 学 習 指 導 要 領(1988年 改 訂)で の記 述 と比較 す る と、 語 、 句 、

文 の ア クセ ン ト(強 勢)が 一 つ に ま とめ られ 、 語 連 結 に よ り音 変 化 が 新 た な項 目

と して加 わ っ た。

(ア)

(イ)

(ウ)

(エ)
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(オ)文 におけ る基 本的 な強勢

い ず れ の 研 究 で も 、 発 音 の 指 導 内 容 と し て個 々 の 音 、 つ ま り分 節 音 素

(SegmentalPhoneme)の 他 に、 強勢(ア クセ ン ト)、 音 調(イ ン トネー シ ョン)、

語 連 結(リ エ ゾ ン)、 区切 り(ポ ー ズ)な ど の 超 文 節 音 素(Suprasegmental

Phoneme)を 重視 して い る。 従 来 、 発 音 指 導 につ い て述 べ る と き に、個 々 の音 に

重 きを 置 い た、 分 節 音 素 につ い て の論 議 が 中.,rVとな っ て い たが 、 英 語 の音 声 を考

え る とき に超 文 節 素 の 占め る役 割 は決 して小 さい もの で は な い。 例 え ば、 語 強 勢

の 位 置 を間 違 え る と全 く違 った 意味 の語 にな って しま う こ と もあ り、 伝 達 とい う

観 点 か らは、 個 々 の音 を間 違 え る よ り もア クセ ン トを間 違 え た方 が罪 は重 くな る。

また 、若 林 ・手 島 は音 の連 続 につ い て 「英語 に は 、日本語 には な い音 の 連 続 が あ り、

指 導 の対 象 と しな け れ ばな らな い」q2)と 述 べ て い る。

この 章 で は 、 前 項 で調 査 した3種 類 の 教 科 書 の 発 音 に 関 す る記 述 を学 習 指 導 要

領 の 項 目 に沿 っ て分 析 して、 特 に超 文 節 音 素 につ い て考 察 す る。 調 査 対 象 と した

教 科 書 は1988年 改 訂 の 学 習 指 導要 領 に よ って書 か れ た物 で あ るか ら、1988年 改 訂

の 学 習 指 導 要 領 に よる5項 目 につ い て分 析 した。

それ ぞ れ の記 述 を ま とめ た もの が 下 の 表 で あ る。

NH To ow

1,発 音

新出単語 には記述 な し。

巻末の単語集にはiPAで表示。

同左 同左

2,ア クセ ン ト

新出単語には'(アクセント記号)

SBは 第一強勢を太字で表示

(資 料3)

同左 同左

LR1で 重点的 に指導

3,音 調 SBの 中で リズム と して FSの 中の聞き取りとして 各ページ欄外に∫「で

4,区 切 り Book3で 扱 う 記述な し Book2で 扱 う

5,文 強 勢 SBの 中 で(資 料3) 黒丸の大小 で ● ●● 同左

表1音 声指導の教科書の記述

1SO
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どの 教 科 書 で も個 々 の 音(SegmentalPhoneme)に つ い て は そ れ ぞ れ の 発

音 を重 点 的 に 扱 っ た セ ク シ ョ ン(SoundBox:NH ,FinalStep:To,Let's

review:OW)の 中 で 、 母 音 ・子 音 を 系 統 だ っ て 指 導 で き る よ う に掲 載 して い

る 。

2.1語 強 勢(ア クセ ン ト)

語 強 勢 につ い て は 、 各教 科 書 と もに従 来 通 りにア クセ ン ト記 号C)を 用 い

た表 記 が 主 流 で 、 新 出 単 語 に は全 て ア ク セ ン ト記 号 が 付 記 して あ る 。Book2,

3で ・ 新 出単 語 に発 音 記 号 が 併 記 され て い る場 合 に は、 発 音 記 号 に ア クセ ン ト

記 号 が付 記 され てい る。NHのSoundBoxの 中 の記 述 に は特 徴 が あ り、第 一一強

勢 の あ る音 節 全 体 を太 字 で示 して お り、視 覚 的 に も学 習 しや す くな っ て い る。

(資料3)

同書 では 、 外 来 語 と 日本語 の ア クセ ン トの 比較 につ い て も重 点 的 に扱 っ てい

る。

延
ボ タ ン

コ ン ピ ュー タ

ロ ケ ッ ト

ハ ンバ ー ガ ー

SoundBox

.,

.,

button

computer

rocket

hamburger

P.31

P.54

資 料3NewHorizonBook1よ り
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2.2音 調(イ ン トネ ー シ ョン)

音 調(イ ン トネ ー シ ョ ン)に つ い て は、 各 社 記 述 に ば らつ きが み られ 、NHは

SoundBoxの 中 で リズム と言 う項 目で扱 い(資 料4)、 一 方Toで は3年 間 を通 して

音 調 に 関 す る記 述 はFinalSteplの 中 で、 聞 き取 りに よ る上 が り調 子 、下 が り調 子

を3例 取 り上 げ て い るだ け で あ る。(資 料5)

Sα 川dBox

(リズム)Yes,NOで 答える疑問文は,例

え ば タ タ ー タ タ ー ノ の よ う に,上 げ調 子

で 言 うの が 基 本 で す 。答 え は,夕 一 タ ター ㍉

の よ うに 下 げ鋼 子 で 露 い ます 。

Is伽i80繭?V●6,itIS.

タ ター タ ター ノ タ ー タ タ ー 『㌧

Isthatyour,chow?No,lt'snof.

タ タ ー タ タ ・一 ノ ター タ ト 、[θ]

(母 章)

[Aユーロをあまり開けない

[卍]一 口をたてよこに大8く 開 く

[A]一[a∋】bus-・-b9ナh

country‐factory

(藝D
[e][δ1一 軽 く舌をかむ

11ユonk1hree[δ1迦i3t塾G†

資料4NewHorizonBooklP.25

◎
1.1回 目は下線部に注意 して聞 き,2回 目はあとにつ いて言 ってみ ましょう.

働1.b・seballmusic2.tennisJapanese3.coffeelove

2.1回 目 は英 文 を よ く聞 い て,文 の 終 わ りが 上 が り調 子 な らば ノ,下 が り調子 な らば 、 を

()に 書 き ま し ょう.2回 目は あ とにつ い て 言 って み ま し ょ う.

1

許
'
ω

調
い阪

2 3

()()

資 料5TotalEnglishBooklP.18

ジ
)

L

、
ガ
妊

()

1S2
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OWは 各ペ ージ ご とに代表的 な文 を2-3例 取 り上 げて欄 外 で音調 を示 してい る
。

ほぼ全ペ ー ジ にわ た り欄 外 に音 調表記 が あ り、生徒 が 自分 で学習す る ときの手 が

か りに もな り、視 覚的 に も音声 がわか りやす い。(資 料6)

・1}}Are
,_youfromAutralia?Yes,[om./No,Pmnote

meety。UNicet。meet。ut勉

P.71

P.17

P.31

資 料60neWorldEnglishCourseBook1

音 調 の 指 導 で は 、1年 生 の 初 期 に 、Thisis～ .(下 降 調)Isthis～?(上 昇 調)

Whatis-?(下 降 調)IsthisAorB?(上 昇 、 下 降 調)の 指 導 が さ れ 、 英 語 の

音 調 パ タ ー ンの 定 型 と して 、 生 徒 も丸 暗 記 を し、 そ れ 以 降 の 段 階 で 意 識 して 指 導

す る こ とは あ ま りみ られ な い 。 しか し、現 実 に はThisisyourbook?(上 昇 調)も 、

Isthisabook?(下 降 調)も 、Whatisthis?(上 昇 調)も 存 在 す る し、 音 調 に よ っ

て 意 味 の 変 わ る 文 、Ibegyourpardon .(下 降 調)「 ど う も す み ま せ ん 」Ibegyou

pardon?(上 昇 調)「 も う__._度お っ し ゃ っ て い た だ け ま す か 」 な ど に つ い て も指 導

して い く必 要 が あ る 。

2.3区 切 り(ポ ー ズ)

区 切 り(ポ ー ズ)に つ い て は 、NHは 長 い 文 の 読 み 方 の 練 習 を含 めBook3(p70)

のSoundBoxで 取 り上 げ て お り、(資 料7)Toは この 項 目 に記 述 が な い 。OWで

はBook2,3のLet'sReviewで 繰 り返 し取 り上 げ て い る。(資 料8)
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ψ ズム)

長い文の読 み方一後 ろか ら区切 って練習 します。

Englishisspoken/bymorepeople/thananyotherlanguage.

thananyotherlanguage

bymorepeoplethananyotherlanguage

Englishisspoken/bymorepeople/thananyotherlanguage.

Englishisn't/theonlyForeignlanguage/weshouldstudy.

We'llhavemorechances/totalkwithpeople/fromothercountries.

資 料7NewHorizonBook3P.70

・lll文の区切りに注意して・次の文を読みましょう・

InthosedayslmanyJapaneseAmericanswerefarmers・

Let'sf量xthetent,loritwillblowaway.

・ロll文の区切りに臆 して,次 の文を読みましょう・

レThefirstthingtheysawthereiwaslotsofnature.

レYouuseelectricricecookersltocookriceandkeepitwarm.

Book2P.70

Book3P.753

資 料80neWorldEnglishCourseBook1

2.4文 強 勢

2002年 か らの 新 指 導 要 領 で は語 強 勢 と文 強 勢 が あ わ せ て1項 目 にな った 。 日本

語 は、 相対 的 高低 に基 づ く高 さア クセ ン ト(PitchAccent)で あ るの に対 して、英

語 は強 ・さの ア クセ ン ト(StressAccent)が 基 調 に な っ て い るの で 、指 導 には十 分

な注 意 が 必 要 で あ る。To、OWは ご くわ ず か に、 黒 丸 の 記 号 を使 っ て 文強 勢 にふ

れ て い る。(資 料10、11)NHが 音 調 と併 せ て独 自の 表 記 方 法 を採 用 し目新 しい 。

(資 料9)

の ズム1英 語の リズ ムと日本語 の リズム

とを比 べてみ ましょう。

は じめ まして。

タ タタ タタ タ

Nicetomeetyou.

タ ー タ ー

錘

:][u:]一 な め らか に

][u]一 プ ツ ッと切 れ る感 じで

:]Greenmeet[u:]twa

milk[u]book

資 料9NewHorizonEnglishCourse
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01'黒 謙 灘 瀧1よ あとについて　 ましよう・
● ● ●o

B:Thatishisfriend,Emi.Sheworksinabookstore.

● ● ■ り

2.A:Tellmeaboutthefestivalinyourtown .

o

B:Okay.

資 料10TotalEnglishBooklP.75

難

・gl}強弱のリズムに源 しましよう
。

morningeveryoneCanada

・ ・ ・ ・・ …

ChineseAustralia

・ ・ …

Nicetomeetyou.

● ■

資 料110neWorldEnglishCourseBooklP.27

まとめ

発音 指 導の重要性 、特 に入門期 での音声 の導入 に重 きが置 かれ始 め てか らかな

りの年 月が経 ち、分節音 素(個 々の音)の 指導 につい ては各社 とも工 夫 を凝 ら し、

フ ォニ ックス法 の導入 な どを取 り入 れ、カ を入 れた指導 が で きる よ うにな っ てい

る。

しか しなが ら、第2章 のは じめ に も述 べた よ うに、英語 の音 声 を考 える ときに

超 文節素 の 占め る役 割 は文節音 素 と同程度 に、考 え方 によ ってはそれ以 上 に大 き

い。 本論 で調 査 した3社 の教科 書 を見 る限 りでは、決 して十分 な記 述 とは い えな

いo

その 中 にお い ては 、 東 京書 籍 のNewHorizonEnglishCourseが 独 自の方 式 を と

り、 先 進 的 な 取 り組 み を して い る。 現 在 で は、 まだ1社 の み の 試 み で あ り、 更 に、

この教 科 書 を使 い始 め て2年 目 とい う こ と もあ り、 定着 す る に は い た っ て い な い

よ うだ が 、 次 回 の教 科 書 改 定 では 東 京書 籍 の 方 式 に追 随 す る教 科 書 会社 も出 て来

た り、 自社 独 自の取 り組 み をす る教 科 書 もで て くるの で は な い だ ろ うか 。

教 科 書 を使 う現 場 の教 師 の 立場 か らす る と、3年 毎 に教 科 書 が 変 わ る現 状 か ら見

て、 一 つ の 教 科 書 の み の 独 自性 を持 っ た記 述 は、 その 指 導 に慣 れ る とい う意 味 か
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ら も、 受 け入 れ に くい部 分 もあ る と思 わ れ る。 次 回 の教 科 書 改 訂 で は、 各社 と も、

新 しい 学 習 指 導 要 領 にの っ と りぜ ひ、 工 夫 を凝 ら しよ りよい もの を作 って い くこ

とを願 う もの で あ る。
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